
　
今
回
の
訪
中
は
、
長
崎
県
と
福

建
省
の
友
好
県
省
締
結
25
周
年
と

日
中
国
交
正
常
化
35
周
年
を
記
念

し
た
長
崎
県
の
訪
中
団
に
参
加
し

た
も
の
で
す
が
、
羅
源
県
の
何
代

欽
県
長
か
ら
訪
中
団
参
加
と
羅
源

県
訪
問
に
つ
い
て
、
事
前
に
熱
烈

な
誘
い
が
あ
り
、
招
待
に
応
じ
た

も
の
で
す
。

　
12
日
と
13
日
は
長
崎
県
の
訪
中

団
と
行
程
を
共
に
し
、
12
日
に
は

上
海
市
長
を
、
13
日
に
は
福
建
省

の
省
都
で
あ
る
福
州
市
に
移
動
し
、

福
建
省
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た

が
、
14
日
以
降
は
訪
中
団
を
離
れ
、

福
州
市
と
羅
源
県
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　
日
本
に
お
け
る
「
国
↓
県
↓
市
」

の
関
係
は
、
中
国
で
は
「
国
↓
省

↓
市
↓
県
」
と
な
り
ま
す
。
省
は

「
州
」
に
当
た
る
も
の
で
、
現
在

日
本
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
福
州

市
が
日
本
で
い
う
「
県
」
、
羅
源

県
は
福
州
市
に
属
す
る
日
本
で
い

う
と
こ
ろ
の
「
市
」
に
当
た
り
ま

す
。

　
14
日
、
松
島
市
長
は
、
ま
ず
福

州
市
を
訪
問
し
陳
為
民
副
市
長
と

会
談
、
今
後
の
南
島
原
市
と
羅
源

県
と
の
交
流
に
つ
い
て
更
に
発
展

を
目
指
す
と
い
う
一
致
し
た
意
見

が
交
わ
さ
れ
、
陳
副
市
長
は
最
大

限
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
約
束
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
車
で
羅
源
県
へ
移
動
、

事
故
で
高
速
道
路
に
２
時
間
の
足

止
め
を
食
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ

り
な
が
ら
も
夕
方
に
は
羅
源
県
へ

到
着
し
、
早
々
に
何
県
長
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
羅
源
県
は
、
福
建
省
の
東
沿
海

部
に
位
置
し
、
農
水
産
業
や
建
材
・

機
械
な
ど
の
工
業
を
主
体
と
す
る

人
口
25
万
５
千
人
の
日
本
で
い
う

「
市
」
で
す
。
旧
北
有
馬
町
で
平

成
８
年
か
ら
交
流
が
行
わ
れ
、
平

成
９
年
に
は
友
好
交
流
展
開
協
議

書
が
締
結
さ
れ
、
相
互
訪
問
や
小

学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
会
談
で
は
、
互
い
に
旧
北
有
馬

町
と
羅
源
県
と
の
こ
れ
ま
で
の
交

流
を
評
価
し
た
上
で
、
今
後
の
南

島
原
市
と
の
新
た
な
関
係
構
築
、

友
好
交
流
展
開
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
、
松
島
市
長
と
何
県
長
の
間

で
あ
ら
た
め
て
「
友
好
交
流
意
向

書
」
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

か

だ
い

き
ん

ら

げ
ん

ち
ん
え
い
み
ん

訪
中
を
終
え
て

　
数
年
ぶ
り
の
訪
中
で
し
た
が
、

至
る
所
が
急
ピ
ッ
チ
で
開
発

・

近
代
化
が
進
み
、
発
展
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
人
々
の
パ
ワ
ー
に
圧

倒
さ
れ
た
５
日
間
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
初
め
て
訪

れ
た
福
建
省
で
は
、
福
州
市
の

陳
副
市
長
、
羅
源
県
の
何
県
長

は
じ
め
多
く
の
方
々
に
大
変
な

歓
迎
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め

て
本
市
に
対
す
る
期
待
の
大
き

さ
も
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
羅
源
県
も
、
経
済
技
術
開
発

区
に
指
定
さ
れ
、
「
港
湾
都
市
」

を
目
指
し
開
発
が
進
む
活
気
と

活
力
に
満
ち
溢
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
は
北
有
馬
町
で
友
好
交

流
が
交
わ
さ
れ
て
か
ら
10
年
と

い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　　
そ
の
節
目
の
年
に
、
あ
ら
た

め
て
交
流
に
対
す
る
意
見
を
交

わ
し
、
友
好
交
流
意
向
書
を
取

り
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
意
向
書
に
基
づ
い
た

交
流
を
通
じ
、
羅
源
県
の
活
気

や
人
々
の
活
力
が
、
必
ず
や
本

市
発
展
に
大
き
な
力
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
北
有
馬
町
で

培
わ
れ
て
き
た
友
好
の
絆
を
ベ

ー
ス
に
、
双
方
の
発
展
を
目
指

す
率
直
で
飾
ら
な
い
交
流
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
南
島
原
市
長

　
　
　
松 

島
　
世 

佳

か

羅源湾では地元テレビ局も取材

福州市の夕焼け（中央：博物館）

福州市建設計画模型

金子長崎県知事と福州市西禅寺にて福州市の公園で陳副市長・職員と

　羅源県は福州市に属し、福建省の

東沿海部に位置しています。総人口

は25万 5 千人、面積は１ ,187 平方

キロで、日本の町・村に当たる 6 つ

の鎮、5 つの卿、１９２の村を管轄

しています。

　福建省はお茶の生産地の一つで、

七境堂という緑茶は朝貢品として取

り扱われていました。農産品は米、

山芋、椎茸、花き、柿、梨など、海

産品は車エビ、貝、牡蠣（かき）など

があり、水稲・野菜の栽培、畜産が

バランスよく行われています。

　工業では、建材、機械、製紙、た

ばこ、食品、塩、電子、服飾、紡績

などがあり、伝統工芸として、石彫

りや竹細工などがあります。

　１９８８年に国務院から沿海部の

経済開放県の許可を受け、羅源湾に

は外国船籍の貨物船も入港します。

また、全国科学技術による海を起こ

すモデル基地として省クラスの羅源

湾経済技術開発区が建設されており、

海峡西岸経済区建設戦略に基づいて、

港湾工業県を目標に開発が進んでい

ます。

南島原市

羅源県

中華人民共和国

大韓民国

台湾

上海市

福建省

● 平成 8 年 4 月

● 平成 8 年 7 月

● 平成 9 年11月

● 平成10年 8 月

● 平成11年11月

● 平成13年 8 月

● 平成14年 7～8月

● 平成18年 3 月

● 平成19年11月

羅源県長他 3 名が北有馬町を訪問し、意見交換、農

業施設などの視察を実施。

北有馬町長、農業後継者青年など 9 名が羅源県を訪

問。意見交換のほか、各種施設を視察。

日中国交正常化25周年、長崎福建友好県省締結15

周年記念長崎県福建省友好親善訪問事業で商工会関

係者、郷土芸能継承者ら17名が羅源県を訪問。

「北有馬町と羅源県の友好交流展開協議書」を締結。

羅源県長他 7 名が北有馬町を訪問。

北有馬町長、一般公募で応募があった住民など11名

が羅源県を訪問。

羅源県副県長他 3 名が北有馬町を訪問。

北有馬町内の小学校児童等15名が羅源県を訪問。

ホームステイ、学校訪問での交流。

合併後の交流について、引き続き継続することを書

面により確認。

「南島原市と羅源県の友好交流意向書」を締結。

旧北有馬町における中国福建省羅源県との交流実績

　新市発足以前の旧北有馬町時代から交流が

続いている、『中華人民共和国福建省羅源県』。

　今回松島市長は11月12日から16日まで中

国を訪問し、福建省羅源県と今後の交流継続

を確認し、友好交流推進意向書を締結しました。

松島市長と会談する、陳福州市長
ちん

意向書（下）に署名する松島市長と何県長
か
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